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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 2,981 △6.1 △84 ― △64 ― △68 ―

30年3月期第1四半期 3,177 20.6 △45 ― △29 ― △18 ―

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　△25百万円 （―％） 30年3月期第1四半期　　8百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 △8.02 ―

30年3月期第1四半期 △2.16 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 9,819 5,713 58.2

30年3月期 10,270 5,807 56.5

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 5,713百万円 30年3月期 5,807百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 4.00 ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 31年３月期の期末配当予想につきましては、当社株式は平成30年９月26日付で上場廃止となる予定であるため、配当予想の発表を控えさせていただきま

す。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,100 △2.6 180 △23.4 210 △27.5 150 △27.0 17.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 8,968,960 株 30年3月期 8,968,960 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 429,918 株 30年3月期 429,868 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 8,539,086 株 30年3月期1Q 8,539,092 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の着実な成長が続く中で輸出は増加基調にあり、国

内需要の面では、設備投資は、企業収益や業況感が改善基調を維持する中で増加傾向を続けており、また、個人消

費は、雇用・所得環境の着実な改善を背景に、振れを伴いながらも、緩やかに増加しています。

 情報通信分野においては、ブロードバンド化、グローバル化、スマートフォンやタブレット等の端末の多様化が

進展し、利用者ニーズの高度化・多様化とともに固定通信と移動通信との融合、さらには通信と放送の融合による

多彩なサービスが拡大しつつあり、当社グループを取り巻く環境は大きく変化しています。

 このような状況の中で当社グループの受注高は、ＮＴＴ関連工事では光アクセス網工事の鈍化により減少し、公

共・民間分野ではソフトウェア開発や自治体ＮＷ工事等が減少し、全体では31億1千9百万円（前年同期比4.9％

減）となっております。 

 売上高は、ＮＴＴ関連工事で増加したものの、公共・民間分野では移動通信基地局工事や防災行政無線工事等の

減少により、全体では29億8千1百万円（前年同期比6.1％減）となっております。

 利益面につきましては、当社グループを挙げて生産性の向上およびコスト削減施策等を実施しましたが、営業損

失は8千4百万円（前年同期4千5百万円の損失）、経常損失は6千4百万円（前年同期2千9百万円の損失）となり、親

会社株主に帰属する四半期純損失は6千8百万円（前年同期1千8百万円の損失）となっております。

        （単位:百万円） 
 

項 目 当第１四半期 前 年 同 期 増 減 額 増 減 率

受 注 高 3,119 3,280 △160 △4.9％

売 上 高 2,981 3,177 △195 △6.1％

営業損失(△) △84 △45 △39 －％

経常損失(△) △64 △29 △35 －％

親会社株主に
帰属する四半
期純損失(△)

△68 △18 △49 －％

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債、純資産の状況

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ4億5千1百万円（4.4％）減少の98億1千9百

万円となりました。主な要因は、現金預金8億2千9百万円及び未成工事支出金5千4百万円の増加と受取手形・完

成工事未収入金13億3千6百万円の減少であります。

 負債の部は、前連結会計年度末に比べ3億5千7百万円（8.0％）減少の41億5百万円となりました。主な要因

は、支払手形・工事未払金2億3千4百万円及び賞与引当金7千2百万円の減少であります。

 純資産の部は、前連結会計年度末に比べ9千3百万円（1.6％）減少の57億1千3百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年3月期の連結業績予想につきましては、平成30年5月8日に発表いたしました業績予想から変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,327,489 3,156,742 

受取手形・完成工事未収入金 3,382,118 2,045,509 

未成工事支出金 55,710 110,403 

材料貯蔵品 113,322 88,237 

その他 110,837 114,015 

貸倒引当金 △14,324 △12,289 

流動資産合計 5,975,153 5,502,618 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 985,975 972,175 

土地 1,447,608 1,447,608 

その他（純額） 372,322 388,300 

有形固定資産合計 2,805,905 2,808,083 

無形固定資産    

ソフトウエア 10,387 9,589 

ソフトウエア仮勘定 5,149 5,877 

のれん 7,595 7,324 

その他 4,739 4,721 

無形固定資産合計 27,871 27,512 

投資その他の資産    

投資有価証券 687,291 690,336 

長期貸付金 2,357 2,242 

繰延税金資産 716,226 733,158 

その他 56,079 55,883 

貸倒引当金 △792 △792 

投資その他の資産合計 1,461,162 1,480,827 

固定資産合計 4,294,939 4,316,423 

資産合計 10,270,093 9,819,042 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 1,075,062 840,481 

未払法人税等 70,553 17,184 

賞与引当金 193,570 121,336 

完成工事補償引当金 9,456 9,283 

工事損失引当金 1,455 － 

その他 706,023 708,149 

流動負債合計 2,056,121 1,696,436 

固定負債    

役員退職慰労引当金 161,581 142,917 

退職給付に係る負債 2,195,480 2,220,755 

負ののれん 6,844 6,207 

その他 42,388 38,805 

固定負債合計 2,406,294 2,408,685 

負債合計 4,462,415 4,105,121 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 611,000 611,000 

資本剰余金 326,573 326,573 

利益剰余金 5,101,819 4,965,065 

自己株式 △90,051 △90,078 

株主資本合計 5,949,341 5,812,559 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 106,527 140,523 

退職給付に係る調整累計額 △248,191 △239,162 

その他の包括利益累計額合計 △141,663 △98,638 

純資産合計 5,807,677 5,713,921 

負債純資産合計 10,270,093 9,819,042 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

完成工事高 3,177,030 2,981,722 

完成工事原価 2,855,123 2,654,014 

完成工事総利益 321,907 327,707 

販売費及び一般管理費 367,374 412,244 

営業損失（△） △45,466 △84,536 

営業外収益    

受取利息 223 203 

受取配当金 7,054 6,678 

受取地代家賃 2,262 2,245 

持分法による投資利益 2,710 4,662 

その他 4,007 6,182 

営業外収益合計 16,257 19,971 

営業外費用    

その他 239 413 

営業外費用合計 239 413 

経常損失（△） △29,447 △64,978 

特別利益    

固定資産売却益 85 － 

投資有価証券売却益 － 10,640 

特別利益合計 85 10,640 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

投資有価証券評価損 － 39,227 

特別損失合計 0 39,227 

税金等調整前四半期純損失（△） △29,362 △93,565 

法人税、住民税及び事業税 2,801 10,697 

法人税等調整額 △13,707 △35,820 

法人税等合計 △10,906 △25,123 

四半期純損失（△） △18,456 △68,442 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △18,456 △68,442 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純損失（△） △18,456 △68,442 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 18,871 33,996 

退職給付に係る調整額 8,400 9,028 

その他の包括利益合計 27,271 43,024 

四半期包括利益 8,815 △25,417 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,815 △25,417 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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